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【論文（報告書）の内容】 
１．研究目的 

高成長を続けてきた中国経済がここに来て減速の様相を見せている。しかし、減速したといっても 6%

台という成長率は、1%台を行ったり来たりしている日本経済からみれば高い。間違いなく中国は成長国

である。経済成長につれて、労働者の所得水準が上昇しつつあり、賃金も高騰していく。その結果、こ

れまで中国の代名詞でもあった「世界の工場」としての魅力が低下し、「世界の市場」へ変わっていく

だろう。日本企業の多くは、自国市場規模が小さいため、海外（特に中国を中心とするアジア地域）へ

の進出を積極的に行っている。その中でも、中国で大成功を収めたのは日本のファーストリテイリング

（ユニクロ）と良品計画（無印良品）である。本論文では、両社の中国事業を中心として、事業内容、

業績データ、経営戦略の面で比較しながら、日系 SPA 企業の成功要因を探求し、SPA の優位性と中国市

場での将来性を検討することを目的とする。 

 
２．研究方法 

こうした問題意識に基づき、まず、中国の経済現状と問題点から市場の特徴や今後の展望まで、中国

市場の重要性を述べる。そして、SPA というビジネスモデルを紹介する。また、ユニクロと無印良品の

ケース研究を行い、事業内容から業績データや経営戦略まで比較しながら、中国での成功要因をまとめ

る。最後に、中国でビジネス展開における課題を検討する。 

 
３．研究結果 

本研究では、中国市場の重要性を明らかにした上、ユニクロと無印良品のケース研究に基づき、中国

市場で日系 SPA 企業の成功要因を発見した。 

ユニクロと無印良品の共通点というと、SPA ビジネスモデルの採用、徹底的な品質管理、高い商品開

発力、海外事業に依存、中国への積極的な出店、強いマーケティング力、人材育成の重視など挙げられ

る。その中に、中国で成功できる要因として、3 つのポイントがあると思う。第一に、価格品質比の高

いこと。ユニクロはサプライチェーンにおける規模の経済性を機能させることによるコストダウンを実

現した。すなわち、全世界の素材の中から良いものを安く大量に安定的に調達するルートを構築し、大

規模生産し大規模販売することで製造原価と小売価格の低廉化を実現した。また、徹底的した品質管理

を行って品質の高さと安定性を確保できている。無印良品も SPA により中間マージンを削減することで

コストダウンを実現した。それとともに、「素材の選択」、「工程の点検」、「包装の簡略化」という考え



方に基づき、無駄なプロセスを徹底的に省略することもコストの削減に大きな役割を果たしている。ま

た、実質本位という商品企画の原点そのものが品質の保証になる。第二に、独自性商品を育てる商品開

発力。これが競争力の源泉だと思う。ユニクロの最大の強みは新機能を持つ素材開発である。代表とな

るのは東レと共同開発された「ヒートテック」である。無印良品の最大の強みは顧客自身にも意識され

ないニーズを発見し、そのアイディアを商品化することである。代表となるのは収納しやすい視点から

開発した「PET 詰替ボトル」である。第三に、グローバル人材育成の重視。ユニクロは「グローバルワ

ン・全員経営」という仕組みを実践し、グループ全員を経営者人材として育成している。無印良品の場

合は教育のための教育と言うより、「仕事の標準化」「後継者確保」「グローバル人材育成」「商品開発力

強化」といった経営の要請に応じた教育である。つまり、会社全体の最適化のための教育である。総じ

ていえば、自社の強みを最大限に発揮させることで競合他社との競争優位性を創造するのが、ユニクロ

と無印良品の成功の秘密だと思われる。 
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